
核データニュース，No.130 (2021)

会議のトピックス (II)

日本原子力学会学会「2021年秋の大会」　
企画セッション（「シグマ」調査専門委員会主催、核データ部会共催）

「シグマ」調査専門委員会 2019、2020年度活動報告

2021年 9月 9日 13:00 ∼ 14:30　オンライン開催

(1)核データニーズの恒常的な把握
九州大学
執行信寛

shigyo@nucl.kyushu-u.ac.jp

1. はじめに

1963年に日本原子力学会に設立された「シグマ」特別専門委員会は、グローバルな動向
を見ながら、日本の核データ活動に対する大所高所からの俯瞰的検討や原子力だけでなくそ
れ以外の広い分野の内外学術機関との連絡、情報交換を行い、日本の核データ活動の更なる
発展に資するために 50年以上の長きにわたって活動を行なってきた。特に原子力学会の核
データ部会、日本原子力研究開発機構 (原子力機構)の JENDL委員会と核データ研究グルー
プとの連携を密にしている。しかしながら特別委員会の形態よりも活動の幅をより広げるた
めに 2018年度をもって発展的解消し、2019年度より「シグマ」調査専門委員会に改組され
た。この経緯については深堀氏の記事 [1]が詳しい。

2019 - 2020年度は主査の原子力機構の深堀氏をはじめ 28名の委員で活動を行なった。こ
の 2年間では、主に次の 3つのタスクフォースを編成して活動を行なった。

• Task Force on Nuclear Data Request List (TF-NuRL)

核データに対する要求リストサイトを運用し、広範な分野からの核データニーズを把
握する。

• Task Force on Nuclear Data Human Resource Development (TF-HuRD)

教科書作成などを通して核データ分野における人材の育成に資する。
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• Task Force on Nuclear Data Activity Road Map (TF-NuRM)

新たな応用分野の開拓を目指す調査活動及び組織調整のために核データロードマップ
を作成する。

本稿では核データニーズを恒常的に把握することを目的とするタスクフォース TF-NuRL

の活動について述べる。 TF-HuRDと TF-NuRMについては、それぞれ本号の片渕氏と中山
氏の記事をご一読いただきたい。

2. 核データニーズの恒常的な把握

原子力分野を含む核データを応用する研究者や技術者 (ユーザー)にとっては、核データラ
イブラリはとにかく使えれば良く、新しいバージョンがリリースされても、旧バージョンに
明らかな不具合が存在しなければわざわざ新バージョンに乗り換える動機付けに乏しい状況
がある。このためユーザーから核データに関する要望を出すのは大きな問題を抱えている場
合が多いと思われる。また抱えている問題が核データと関係があるかどうかをユーザーが見
極めることが難しかったり、そもそもその問題が核データと関係があるとは予想だにしてい
ない場合もあると考えられる。このような事情から、いきなりユーザーに核データに関する
ニーズを挙げてくださいと言っても難しい状況であると予想される。
「シグマ」特別専門委員会では、核データの応用分野への貢献に向けた具体的活動の一つ

として、広範な分野からの核データニーズを恒常的に把握するために核データのリクエスト
を受け付けるwebサイトを運営していたが、核データが専門ではないユーザーには敷居が高
かったためかリクエストの数は少なかった。また、核データの専門家は自分で必要なデータ
を取得するためにリクエストをわざわざしないということもあったかもしれない。
そこで 2019年度からの本調査専門委員会では、まず大学、研究機関、企業の専門家 5名か

ら成る TF-NuRLタスクフォースを編成して、医療用 RI、国産放射線挙動解析コード PHITS

のユーザからの情報、核融合や中性子源、放射線遮蔽に関するニーズの調査を開始した。こ
の中では d-t、d-d、d-3He、p-Li、d-Li反応などの核融合に関する断面積に関するニーズや、
カウンターガスにネオンを使用した中性子検出器の応答特性評価のために熱中性子とネオン
に関する断面積のニーズがあることなどが挙げられた。また、核データそのものではないが
中性子遮蔽能力に関して、コンクリートの主成分であるカルシウム、ケイ素、酸素などの比
率や水分含有量依存性に関する遮蔽性能を表すデータの要望があった。
一方、タスクフォースだけでは恒常的に広範な核データのニーズを収集を続けることは事

実上不可能であると考えられるため、応用分野のユーザーから核データに関する要望を集め
る「敷居が低い仕組み」が不可欠であるということになった。ユーザーから集めた核データ
のニーズを集約して調査専門委員会として公開することで、日本の専門家集団からのある種
のお墨付きが得られることになる。核データの研究者はこの集約されたニーズから応用分野
が真に求めている核データを認識でき、新たな研究の動機付けに繋がる。その結果、早期に
ユーザが求める核データを得られる。ユーザーにとっても核データ研究者にとってもいわゆ
るWin-Winな状況になることが期待できる。核データの研究者が自ら要望を出すことも日本
のニーズを集約するという意味では歓迎されるものである。
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現状で核データのリクエストの要望先として有名なものにOECD/NEAのWPECが運営し
ている NEA Nuclear Data High Priority Request List (HPRL) [2]がある。原稿執筆時点で 111

件のリクエストが掲載されており、4件が日本からの要求である。HRPLでは要求する核デー
タが与えるインパクトや正当性といった情報が求められており、核データの専門家が入力す
ることを想定した作りになっている。また、HRPLは世界中の専門家から注目されていること
で日本のユーザーにとっては大変敷居が高いと感じられる。英語で入力することも少しハー
ドルを高くしているかもしれない。
そこで敷居を低くして特に応用分野のユーザが気軽に要望を送れるようにするために、レン

タルサーバを契約し2021年1月に図1に示す本専門委員会のwebサイト (https://sigma.aesj.or.jp)

を開設した。本サイトでは核データの要望を集めるだけでなく、準備が出来次第、核データ
の教科書やロードマップも公開する予定である。

シグマ調査専門委員会 ロードマップ 教科書 リクエスト 測定用試料

委員会構成 お問い合わせ

!

 

日本原子力学会核データ部会、日本原子力研究開発機構のJENDL委員会などと緊密に連絡し活動を行っています。

 

活動内容
核データロードマップ
核データの教科書
核データのリクエスト
核データ測定用試料

© 2021 一般社団法人日本原子力学会 シグマ調査専門委員会 日本原子力学会

日本原子力学会核データ部会

日本原子力研究開発機構JENDL委員会

ログインBuilt with concrete5 CMS.

図 1 「シグマ」調査専門委員会の webサイト

3. 核データの要望入力ページ

ユーザーからの核データに関する要望を受ける仕組みとして、専門委員会サイトの中に図2に
示す核データに関するリクエストを受け付けるフォーム (https://sigma.aesj.or.jp/index.php/request)

をリクエストのページ内に設置した。この核データのリクエストフォームでは、なるべくユー
ザーに対して敷居が低く、少しでも入力しやすくなることを目指して、入力項目を以下に示
す全 15項目、核データに関する部分は 9項目とした。一部の項目については、入力例が見え
るようになっている。もちろん核データの専門家からの要望の入力も大歓迎である。
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1. 名前

2. 所属

3. メールアドレス

4. リクエストが公開可能か

5. 公開する場合の範囲

6. 入射粒子

7. エネルギー

8. ターゲット

9. 反応

10. 物理量

11. 精度

12. 測定値、計算値、評価値のいずれか

13. データが必要な時期

14. データが必要な理由や目的

15. その他の情報

特徴的なこととして、リクエスト自体を公開か非公開かを選べるようにした。リクエスト
を非公開にした場合でも、核データの研究者にはリクエストの内容をお知らせすることにし
ている。また日本人の匿名性を好む雰囲気を考慮して、リクエストを公開する場合も入力者
の情報は非公開としている。
次にリクエストの入力者が核データについて詳しくない場合もあり得るため、1. 名前、3.

メールアドレス、4. リクエストが公開可能かどうかのみを必須項目とし、核データに関する
部分は全ての項目を入力する必要はなく、わかる項目だけ入力して、わからない項目は空欄
のままで受け付けることにしている。
このようにして受け付けたリクエストは、タスクフォースで入力者にもう少し詳しい要望

の背景や内容などを伺い、その情報を補足して入力者が求めている反応や断面積の種類など
核データの問題として捉え直すことにしている。そのほかに情報の公開項目や範囲について
入力者の意向を反映した上で、公開可能なリクエストについてweb上に公開することとした。
測定値、計算値、評価値のどのタイプのデータを希望するかに応じて、タスクフォースか

らそれぞれの核データの専門家にリクエストについて相談をさせていただく。測定値のリク
エストについては、JENDL委員会の核データ測定戦略検討ワーキンググループに協力を仰
ぎ、実験施設の現状などを考慮した実験の実現性などについて助言をいただくことを考えて
いる。
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いただいている核データのリクエスト

日付
入
射
粒
子

エネ
ルギ
ー

ターゲ
ット 反応 物理量 精度

デー
タの
タイ
プ

必要
な時
期

この核データが必要な理由や目的 その他の情報 対応

2021/09/10
中
性
子

1 keV
- 10
MeV

Cl-36
全ての
反応 断面積

20 %
程度
以内

測定
値、
評価
値

3年
以内塩化物高速溶融塩炉の核設計

塩化物溶融塩炉でCl-35から発生する長
寿命の放射性核種  

2021/09/10
中
性
子

0.1 - 2
MeV Cl-35

(n,p),
(n,γ),
(n, α)

断面積 10 %
程度

測定
値、
評価
値

3年
以内塩化物高速溶融塩炉の核設計 評価データには共分散も必要  

2021/09/09
中
性
子
冷中
性子

H, O,
Al, Si,
Ca, Fe

(n, tot)
など

断面積、散
乱長  

評価
値

3年
以内

セメントペースト硬化体のナノ構造研究 (中性子小角散乱の測定デー
タ解析)、コンクリートの可視化研究 (中性子透過率の測定データ解析
やシミュレーション計算)

自然同位体について換算した冷中性子エ
ネルギーの断面積と散乱長の数値テーブ
ルが望ましい

 

2021/06/02
陽
子

3 MeV
程度

Li-6, Li-
7 (p,n)

中性子エネ
ルギースペ
クトル

 
評価
値

3年
以内

加速器型BNCTに使用する中性子の物理特性の評価 (医学・生物学的応
用研究)

JENDL-4.0/HEの更新。共分散があるこ
とが望ましい

PHITS 3.25以上で
JENDL-4.0/HEを
使用する

 

核データリクエストの例
入射粒
子 エネルギー ターゲット 反

応 物理量 精
度
データのタ
イプ

必要な
時期 この核データが必要な理由や目的 その他の

情報
中性子熱中性子から500

keV
Se-79, Zr-93, Tc-99, Pd-107, Cs-
135, I-129 (n,γ)断面積 5%測定値  

高速炉によるLLFPの核変換システムの成
立性の検討

共分散も
必要

中性子熱中性子から500
keV U-235, Pu-239 (n,f)

Se-79, Zr-93, Tc-99, Pd-107, Cs-135, I-129の独立収率
および累積収率 5%測定値  

高速炉によるLLFPの核変換システムの成
立性の検討

共分散も
必要

中性子熱中性子 Ne (n,
*)
断面積  

測定値、評
価値  検出器の特性検討  

重陽子  d, t, He-3, Li-6, Li-7 (d,*)断面積  
測定値、評
価値  核融合システムの検討  

陽子  Li-6, Li-7 (p,*)断面積  
測定値、評
価値  核融合システムの検討  

 

核データと関連するデータ
コンクリート中の水分含有量や組成による中性子遮蔽用データ

 

シグマ調査専門委員会 ロードマップ 教科書 リクエスト 測定用試料
委員会構成 お問い合わせ

!

核データのリクエスト

中長期的な視点から原子力、原子核物理、宇宙物理、放射線医学などに応用される核データの整備について調査しています。

希望する核データのリクエストをお寄せください。
反応の種類などが不明な場合や、どの項目に書いて良いかわからない情報は、「その他の情報」の欄にわかる範囲で入力してください。
入力後、担当者から連絡いたします。
お名前、所属、メールアドレスは公開しません。
リクエスト内容は公開か非公開かをお選びいただけます。公開できる場合は、公開の範囲を記入していただくか、書きにくい場合は別途相談を選んでください。
 

核データリクエストフォーム
名前 必須

原子力太郎

所属
原子力学会

メールアドレス  必須

このリクエスト自体を公開可能ですか 必須

公開可能の場合、公開できる項目や情報

入射粒子
n, 中性子, 陽子

エネルギー
0.025 eV, 1 - 10 MeV

ターゲット
235U, Li-6

反応
(n,f), (p,xn)のような反応だけでなく、崩壊データなど反応に限らないものも記入してください。

物理量
断面積、エネルギースペクトル、Fission Yield、準位、崩壊データなど

精度
10%程度

データのタイプ

必要な時期
2025年ごろ、10年以内など

この核データが必要な理由や目的

医療目的、宇宙利用など、これよりも可能な範囲で詳しく記入してください。
その他の情報

送信

公開可能
公開不可能
別途相談

測定値
計算値
評価値

© 2021 一般社団法人日本原子力学会 シグマ調査専門委員会 日本原子力学会
日本原子力学会核データ部会
日本原子力研究開発機構JENDL委員会

ログインBuilt with concrete5 CMS.

図 2 核データに関するリクエストを入力するフォーム

4. おわりに

2019 - 2020年度で核データの専門家のみならず応用分野のユーザーから核データのニー
ズを受けるためのなるべく「敷居が低い仕組み」を構築して運用できるようになった。2021

年度からはこの仕組みを適切に運用することが目標となる。何はともあれ、調査専門委員会
が応用分野のユーザーからのニーズに耳を傾けている姿勢と、そのためのリクエストを受け
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る仕組みを広く知ってもらうことが重要であるため、今後原子力学会誌や SNS等を通じて周
知を行う予定である。
寄せられた要望への対応の最終的な成果物として JENDLのような核データライブラリに

収録されたデータとして公開されることがユーザーにとって利用しやすい形態になると思わ
れるが、早期に要望に応えるためにはリクエストの内容に合わせて例えば断面積データだけ
でも公開できれば良いと考えている。

2021年度に入って Li(p, n)の中性子エネルギースペクトルに関する要望が入力された。ま
た秋の大会の企画セッション後に、物質の構造解析に使うための冷中性子の断面積や塩化物
高速溶融塩炉で発生する核分裂に関するさまざまなデータの要望をいただき、少しずつこの
リクエストサイトが利用され始めている。入力されたリクエストを見ると全ての項目を網羅
していないケースがある。
また 2021年度からの新たな取り組みとして、調査専門委員会の webサイトに実験者が保

有している核データ測定に使用できるターゲット試料の掲載を開始した。これは、調達が困
難な RI試料や同位体濃縮試料を別の実験者が利用する機会を提供するものである。
読者の皆さまには、この核データに関するリクエストを足繁く参照していただき核データ

ニーズにも関心を持っていただくと共に、今後とも「シグマ」調査専門委員会への関心と協
力をお願いするものである。
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